
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
経
部
の
文
末
表
現
を
め
ぐ
っ
て

森

幸

同

信

金沢文庫本群書治要鎌倉中期点経部の文末表現をめぐって

目

次

は
じ
め
に

巻
第
一
周
易
正
文
に
出
現
す
る
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」

先
行
資
料
と
の
比
較

一一一・一

一-
一

巻
第
九
論
語
と
高
山
寺
蔵
論
語
集
解
巻
第
七
・
第
八
(
清
原
本
)
と
の
比
較

巻
第
五
春
秋
左
氏
伝
中
と
岩
崎
文
庫
蔵
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
十
宣
公
上
保
延
五
年
点
と
の
比
較

四

お
わ
り
に

は

じ

め

群
書
治
要
は
、
唐
の
太
宗
の
勅
撰
で
経
史
子
の
群
書
に
つ
い
て
治
道
の
要
枢
た
る
章
句
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
存
本
の

な
か
で
も
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
は
、
加
点
年
代
や
経
緯
、
加
点
者
の
素
性
の
は
っ
き
り
し
た
漢
籍
訓
点
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
清
原
教
隆
が
清
原
家
累
葉
の
訓
説
に
基
づ
い
て
加
点
し
た
経
部
に
つ
い
て
、
訓
点
に
よ
っ
て
よ
み
の
判
明

613 

す
る
も
の
に
か
ぎ
っ
て
そ
の
文
末
の
状
況
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
終
助
詞
「
ゾ
」
が
あ
る
偏
り
を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ

、A

つ
'
-
。

ム
M
d
ふ
J
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十 九 /i、 七
ム

五 四 巻ノ、

さ員き回きZ五同口1. 経孝
樟詩外伝

周書 周礼 記干し
春秋左 春秋左 春秋左

毛 書尚 周易
詩 作

氏伝下 氏伝中 氏伝上

7 1 。5 4 。O 5 6 5 2 。10 
，..町、 r、 f、、 fヘ 〆開町、 〆戸、 〆'、、 r-.. 〆由、、

ゾ
O 。 O 。 。O 。 O 7 

正文、ーノ 、-' ) 、-' 、-' 、-' 、ーノ 、-' 、-'

99 24 34 19 22 4 。77 56 110 57 64 150 ナ
リ

17 54 7 23 4 40 34 33 35 38 41 7 
( f局、

ゾ6 22 
注文

) 、ーノ

9 43 30 13 2 17 56 15 17 68 109 86 ナ
[ 長

[ 」ー~
] 骨 リ

[
曇
]
巻
第
四
春
秋
左
氏
伝
上
は
欠
巻
。

[t]
巻
第
八
韓
詩
外
伝
に
は
割
注
が
な
い
。

上
掲
の
表
は
「
ゾ
」
と
、
同
じ
く
指
定
表
現
で
あ
る
「
ナ
リ
」
と
を
対

比
す
る
か
た
ち
で
、
作
品
ご
と
に
正
文
/
注
文
(
爽
注
)
で
の
出
現
の
回
数

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ナ
リ
」
が
正
文
と
注
文
と
の
双
方
に
お
お
き

な
偏
り
な
し
に
出
現
す
る
の
に
対
し
て
、
「
ゾ
」
は
注
文
の
訓
読
に
よ
り
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
「
ゾ
」
と
「
ナ
リ
」
と
が
類
義

の
指
定
表
現
で
あ
る
こ
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
と
も
に
文
末
助
字
「
也
」

を
不
読
に
し
た
際
に
読
添
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

O
釜
ス
に
[
之
]
行
{
き
を
以
(
て
)
す
〈
聾

Z
は
憧
[
也
]
〉
教
(
ふ
)
ル
に

[
之
]
務
を
以
(
て
)
す
〈
時
急
喜
ン
ス
ル
所
列
川
門
出
叫
〉(六

l

七
)

O
猶
(
ほ
)
聖
1
哲
(
の
)
[
之
]
上
2
5

・
明
1
察
(
の
)
[
之
]
官
〈
上
と
は
公
l

玉
川
門
出
叫
官
と
は
卿
大
夫
刈
門
出
吋
〉
忠
l
信
(
の
)
[
之
]
長
き
・
慈

ー
恵
(
の
)
[
之
]
師
(
音
)
(
与
を
求
さ
む
(
る
)
か
[
猶
]
(
再
読
}
(
し
)
。

(
ム
ハ

l

一八

i
一一一

O
)

た
だ
し
終
助
詞
「
ゾ
」
の
な
か
に
は
、
以
下
に
し
め
す
よ
う
な
疑
問
の

用
法
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
の
ぞ
く
と
、
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
顕
著

と
な
る
(
表
の
括
弧
内
は
疑
問
の
例
を
の
ぞ
い
た
数
)
。

ヒ

ネ

モ

ス

ヘ

ヲ

ソ

ル

、

ア

ヤ

フ

ム

ナ

ン

イ

τ
〉
〉

O
君
子
・
終
l
日
・
乾
l
々
ナ
リ
・
タ
マ
テ
に
燭
こ
と
・
属
き
か
若
シ
・
醤
喜
元
(
し
)
ト
イ
ハ
・
伺
と
謂
フ
コ
ト
ー
ソ
[
也
]
。

(一
l
-
-
-
八

1
一
二
九
)



O
対
(
へ
て
)
日
(
く
)
子
正
l
卿
喜
と
為
て
亡
童
ス
ル
こ
と
境
を
越
(
え
)
不
。
反
(
り
)
て
賊
を
討
セ
不
。
子
に
非
ス
シ
而
誰
ソ
。

(五
l

一(ヱハ
1
二
七
)

O
奨
遅
退
(
き
)
て
子
夏
き
に
見
エ
て
日
(
は
く
)
・
何
ト
l
謂
(
ふ
)
こ
と
ソ
[
也
]
(
九
|
三
三
四
1
一
三
二
五
)

巻
第
一
周
易
正
文
に
出
現
す
る
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」

金沢文庫本群書治要鎌倉中期点経部の文末表現をめぐって

と
こ
ろ
が
、
こ
の
処
理
を
施
し
て
も
巻
第
一
周
易
で
は
叙
上
の
傾
向
に
反
し
て
な
お
七
例
の
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
が
正
文
に
お
い
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
全
例
を
か
か
げ
る
。

ア
ラ

O
蒙
・
象
に
日
(
く
)
・
山
下
に
・
出
ル
・
泉

8
蒙
(
音
)
ナ
リ
。
(
中
略
)
蒙
に
日
(
く
)
・
我
か
童
l
蒙
(
一
)
を
求
(
一
一
)
(
む
)
ル
に
匪
(
-
一
一
)
す
。

童
1
蒙
・
我
喜
を
求
(
む
)
と
は
・
志
の
応
(
音
)
セ
レ
ハ
ソ
[
也
]
(
一
一
五
七
1
一
五
八
)

O
蒙
に
日
(
く
)
・
天
l
地
・
交
〔
返
)
ハ
ラ
不
ス
シ
而
万
l
物
・
通
喜
セ
不
ル
汁
。
(
了
一
七
五
)

O
象
に
日
(
く
)
・
謙
l
々
・
君
l
子
ナ
リ
と
は
卑
ウ
シ
て
以
て
自
(
ら
)
・
牧
フ
ソ
[
也
]
。
〈
牧
は
養
[
也
]
〉
(
了
一
九
九
)

O
象
に
日
(
く
)
・
労
l
謙
君
l
子
と
は
万
l
民
・
服
(
昔
)
ス
ル
ソ
[
也
]
(
了
二

0
0
1二
O
一)

O
象
に
日
(
く
)
・
肥
l
遮
ナ
リ
・
利
(
事
(
あ
ら
)
不
〈
喜
(
と
い
ふ
)
こ
と
克
(
し
)
ト
イ
ハ
・
疑
(
き
フ
所
主
元
(
き
)
ソ
[
也
]
(
了
二
五
七
)

t
t
J
J、《
t
J〉
、
〈
J
3

ト

ホ

ケ

キ

ノ

、

、

O
蒙
に
日
(
く
)
・
震
は
亨
ル
。
震
来
ル
と
き
に
競
々
タ
リ
ト
イ
ハ
・
恐
(
り
)
て
福
を
致
ス
ソ
[
世
]
(
一
1
三
O
八
)

ヲ
コ
ナ

O
家
に
日
(
く
)
(
中
略
)
過
(
き
)
て
以
て
貞
き
に
利
ア
リ
。
与
に
行
へ
ハ
ナ
リ
[
也
]
[
ィ
、
利
貞
ナ
リ

リ

テ

イ

与
〆『¥

一一 」ノ

去ユ行

雪3i
主E
四]

四
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こ
れ
ら
の
用
例
は
す
べ
て
前
半
の
易
経
抄
出
部
に
あ
り
、
「
象
日
」
「
豪
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
豪
伝
、
象
伝
と
い
う
易
の
な
か
で
も

卦
や
交
に
対
す
る
伝
述
、
解
説
的
部
分
に
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
正
文
と
は
い
え
注
釈
的
な
性
格
の
強
い
部
分
で
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(
2
)
 

あ
る
た
め
に
、
も
っ
ぱ
ら
注
文
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
ゾ
」
が
例
外
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
行
資
料
と
の
比
較

群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
経
部
に
見
ら
れ
た
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
を
注
文
で
の
み
読
添
え
る
と
い
う
事
象
は
、
漢
籍
訓
読
に
お
い
て
ど

れ
ほ
ど
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
る
か
、
そ
の
調
査
の
一
端
と
し
て
、
以
下
で
は
時
代
的
に
先
行
す
る
漢
籍
訓
点
資
料
の
な
か
か
ら
、

巻
第
九
論
語
と
高
山
寺
蔵
論
語
集
解
巻
第
七
・
第
八
(
清
原
本
)
、
巻
第
五
春
秋
左
氏
伝
中
と
岩
崎
文
庫
蔵
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
十
宣
公

上
保
延
五
年
点
と
を
と
り
あ
げ
て
比
較
を
行
い
た
い
。

一一. 
一

巻
第
九
論
語
と
高
山
寺
蔵
論
語
集
解
巻
第
七
・
第
八
(
清
原
本
)
と
の
比
較

高
山
寺
蔵
論
語
集
解
巻
第
七
・
第
八
は
鎌
倉
初
期
の
加
点
で
、
群
書
治
要
と
お
な
じ
く
清
原
家
の
訓
説
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

(
3
)
 

る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
も
、
指
定
辞
「
ゾ
」
は
す
べ
て
注
文
に
存
す
る
。
以
下
で
は
、
両
資
料
の
共
通
(
同
文
)
箇
所
を
と
り
あ
げ
て
、

群
書
治
要
の
が
わ
を
軸
と
し
て
そ
の
異
同
を
確
認
す
る
。

付
群
書
治
要
で
「
ゾ
」
が
あ
る
箇
所
に
高
山
寺
本
で
も
「
ゾ
」
が
あ
る
(
七
例
)

O
其
(
の
)
身
を
敬
ス
ル
ソ
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四
一
四
)

孔
々
(
安
)
々
(
国
)
カ
々
(
日
)
(
ク
)
其
ノ
身
ヲ
敬
(
主
ス
ル
ソ
[
也
]
(
論
語
集
解
七
l

一
一
六
)

O
行
(
は
)
レ
ン
乎
ト
イ
ハ
[
哉
]
・
言
は
行
ハ
ル
可
(
か
ら
)
不
ル
ソ
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四
二
二
)

行
ハ
レ
ム
ヤ
ト
イ
ハ
[
手
]
[
哉
Y
一
一
一
口
ハ
行
ハ
ル
可
カ
ラ
不
ル
ソ
[
世
]
(
論
語
集
解
八
l

一
八
)

O
便
l
昨
は
巧
に
人
の
忌
〔
空
喜
(
む
)
所
(
一
)
を
避
(
ニ
)
て
以
て
容
レ
1
娼
(
一
)
ヒ
ン
こ
と
を
求
(
一
一
)
(
む
)
ル
ソ
(
群
章
一
日
治
要
九
l
四
六
七
)



金沢文庫本群書治要鎌倉中期点経部の文末表現をめぐって

馬
融
カ
日
(
ク
)
便
ハ
巧
-
一
人
ノ
忌
ム
所
ヲ
避
テ
以
テ
容
レ
娼
ヒ
ム
コ
ト
ヲ
求
ム
ル
者
ソ
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

二
二
)

O
面
柔
ナ
ル
ソ
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四
六
八
)

馬
融
カ
日
(
ク
)
面
柔
ナ
ル
ソ
[
也
]
(
不
き
(
論
語
集
解
八
l

一
一
二
)

O
侠
l
遊
は
出
1
入
節
{
喜
ア
ラ
不
ル
ソ
(
群
書
治
要
九
l
四
七
一
)

侠
遊
ハ
出
入
す
る
コ
ト
節
ヲ
知
(
平
時
)
ラ
不
ル
ソ
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

二
五
)

O
々
(
膜
)
は
安
l
静
ナ
ラ
不
ル
ソ
(
群
書
治
要
九
l
四
七
三

1
四
七
回
)

鄭
玄
カ
日
(
ク
)
操
喜
ハ
安
静
ナ
ラ
不
ル
ソ
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

二
七
)

O
隠
シ
l
匿
シ
て
情
ム
夫
(
一
)
を
尽
三
)
〔
喜
サ
不
ル
ソ
(
群
書
治
要
九
l
四
七
四
)

孔
安
国
カ
日
(
ク
)
隠

E
シ
匿
シ
テ
情
平
)
l
実
ヲ
尽
サ
不
ル
ソ
[
也
]
末
読
)
(
論
語
集
解
八
l

二
七
)

両
資
料
の
共
通
箇
所
で
文
末
形
式
の
わ
か
る
一
四
例
の
う
ち
の
半
数
が
と
も
に
「
ゾ
」
終
止
文
の
例
で
あ
る
の
は
、
「
ゾ
」
の
読
添
え

が
か
な
り
固
定
的
な
性
格
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

口
群
書
治
要
で
「
ゾ
」
が
あ
る
箇
所
に
高
山
寺
本
で
は
「
ゾ
」
が
な
い
(
四
例
)

て

て

t

f

、，

O
生
(
音
)
(
返
}
を
求
メ
而
仁
〔
返
)
を
害
(
一
)
ス
ル
こ
と
無
〔
一
一
)
ク
・
死
(
し
)
市
後
に
仁
(
ぎ
を
成
(
す
)
ソ
。
則
(
ち
)
志
l
士
・
仁
ー
人
は
其
(
の
)
身
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を
愛
セ
不
[
也
]
(
群
室
自
治
要
九
l

四
二
三
1
四
二
四
)

カ

イ

シ

ノ

チ

ス

ナ

ハ

ソ

孔
l
l
l
(安
田
日
)
(
ク
)
生
キ
テ
[
而
]
仁
(
平
濁
)
(
き
ヲ
害
シ
死
ン
テ
[
而
]
後
ニ
仁
ヲ
成
ス
ハ
則
チ
志
士
仁
人
其
ノ
身
ヲ
愛
セ

¥
ナ
ス
ヲ
ハ

¥ス不
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l
二
七
1
二
八
)

サ
ル
ゾ

こ
の
例
は
、
高
山
寺
本
で
一
文
に
よ
ん
で
い
る
箇
所
を
群
書
治
要
で
は
二
文
に
わ
け
で
よ
ん
で
い
る
。

O
城
l
郭
〔
こ
を
固
(
一
一
)
ウ
シ
・
兵
甲
〔
一
}
を
完
公
一
)
ウ
シ
!
堅
ウ
ス
ル
ソ
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l
四
五
二

1
四
五
三
)

馬
融
カ
日
(
ク
)
固
シ
ト
イ
ハ
城
(
平
)
l
郭

ノ

完

l
堅
ク
シ
テ
兵
(
平
堅
甲
〔
上
〉
の
利
キ
ヲ
謂
フ
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l
九
0
1九
一
)
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こ
の
例
の
場
合
は
、
高
山
寺
本
の
ほ
う
に
の
み
「
謂
巴
字
が
存
す
る
た
め
に
言
い
収
め
の
形
が
相
違
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

O
動
ク
こ
と
[
則
]
礼
楽
(
の
)
[
之
]
節
(
一
)
を
得
(
一
一
)
タ
ル
ソ
(
群
書
治
要
九
l

四
七
O
)

動
l
静
礼
l
楽
ノ
[
之
]
節
ヲ
得
た
り
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

二
四
)

こ
の
例
の
場
合
は
高
山
寺
本
で
「
動
静
」
と
い
う
箇
所
が
、
群
書
治
要
で
は
「
動
則
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
群
書
治
要
の

ほ
う
で
は
「
動
」
字
を
提
題
的
に
読
む
か
た
ち
と
な
り
、
文
末
に
「
ゾ
」
を
読
添
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

O
首
l
陽
l
山
ソ
(
群
書
治
要
九
四
九
O
)

ク

ヰ

ヨ

ク

ウ

チ

馬
融
カ
日
(
ク
)
首
1
陽
ー
山
[
ィ
、
首
陽
ノ
山
]
は
河
東
蒲
宇
)
l
坂
(
ミ
華
山
吉
ノ
[
之
]
北
、
河
曲
ノ
[
之
]
中
ニ
在
リ
[
世
]
辛
き

¥
キ
タ

(
論
語
集
解
八
l

一
三
四
)

こ
の
例
で
は
、
群
書
治
要
で
の
抄
出
が
注
の
中
途
ま
で
だ
っ
た
た
め
に
文
末
表
現
が
相
違
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
お
お
く
高
山
寺
本
と
群
書
治
要
と
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
に
よ
り
訓
読
の
相
違
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

臼
群
書
治
要
で
「
ゾ
」
が
な
い
箇
所
に
高
山
寺
本
で
は
「
ゾ
」
が
あ
る
(
三
例
)

O
則
(
ち
)
宇
U
l
士
・
仁
l

人
は
其
(
の
)
身
を
愛
セ
不
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四一一一一一
1
四
二
四
)

¥ス

則
チ
志
士
仁
人
其
ノ
身
ヲ
愛
セ
不
3
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l
二
八
)

O
々
(
得

)
gは
貧
得
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四
七
九
)

孔
安
国
カ
日
(
ク
)
得
ハ
貧
得
ソ
[
之
]
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

一
二
一
)

O
千
咽
は
四
千
匹
[
也
]
(
群
書
治
要
九
l

四
八
九
1
四
九
O
)

孔
安
国
カ
日
(
ク

)T咽
ハ
四
千
疋
ソ
[
也
]
(
論
語
集
解
八
l

二
二
三
)

こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
説
明
が
考
え
ら
れ
ず
、
例
外
と
し
て
判
断
を
保
留
し
た
い
。
こ
れ
を
の
ぞ
け
ば
、
論
語
に

お
い
て
は
、
両
資
料
で
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
を
読
添
え
る
箇
所
は
お
お
く
共
通
し
ま
た
相
違
す
る
箇
所
も
字
句
の
異
同
に
よ
る
も
の
と



考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一一一. 
一一
巻
第
五
春
秋
左
氏
伝
中
と
岩
崎
文
庫
蔵
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
十
宣
公
上
保
延
五
年
点
と
の
比
較

岩
崎
文
庫
蔵
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
十
宣
公
上
保
延
五
年
(
二
三
九
)
点
は
教
隆
の
祖
父
清
原
頼
業
の
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較

金沢文庫本群書治要鎌倉中期点経部の文末表現をめぐって

の
対
象
を
群
書
治
要
五
八
行
固
ま
で
と
直
接
対
応
す
る
箇
所
に
限
っ
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
春
秋
経
伝
集
解
保
延
五
年
点
で

は
、
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
の
使
用
は
次
の
五
例
が
確
認
で
き
た
。
出
現
順
に
、
群
書
治
要
と
な
ら
べ
て
示
す
。

ぉ

O
[諸
]
番
喜
ニ
震
イ
て
婦
人
主
を
使
て
戴
ケ
て
以
て
朝
を
過
キ
[
使
]
(
再
読
)
(
む
)
〈
香
は
草
l
索
(
事
を
以
て
為
れ
り
[
之
]
。
菖
の
属

そ
[
也
]
(
不
註
)
〉
(
春
秋
経
伝
集
解
一

O
l七
四
1
七
五
)

[
諸
]
番
(
上
〕
主
に
虞
イ
て
婦
l

人
(
患
を
使
て
載
(
き
)
て
以
て
朝
宣
言
)
を
過
(
一
)
キ
[
使
]
〔
再
読
)
合
一
)
(
む
)
〈
香
は
宮
(
上
)
の
属
〉(

群
書
治
要
五
l
九
)

O
坐
而
仮
(
上
)
|
探
す
〈
衣
冠
を
解
カ
不
(
し
)
市
睡
ル
汁
[
也
]
宋
読
)
〉
(
春
秋
経
伝
集
解

ヰ

て

カ

リ

イ

坐
而
仮
に
謀
ネ
タ
リ
〈
衣
l
冠
を
解
カ
不
(
し
)
而
睡
ル
〉
(
群
書
治
要
五
l

一七
1
一
八
)

O
如
(
か
)
不
・
死
ナ
ム
ニ
ハ
ト
イ
フ
[
也
]
椀
に
触
れ
市
死
ぬ
〈
棋
は
超
盾
か
庭
の
樹
(
訓
}
ソ
[
也
]
〔
不
読
)
〉

一
O
l八
七
1
八
八
)

(
春
秋
経
伝
集
解

一
O
l九
0
1九
一
)

死
(
逗
〉
(
返
)
(
ぬ
)
ル
に
如
(
返
)
カ
不
〔
一
)
ト
イ
(
ひ
)
て
椀
主
主
に
触
レ
而
死
ヌ
〈
棋
は
超
1
盾
か
庭
l

樹
〉
(
群
書
治
要
五
一
九
1
二
O
)

O
乙
丑
に
超
穿
・
霊
公
を
[
於
]
桃
園
に
攻
ム

〈
穿
は
越
盾
の
[
之
]
従
芸
)
l
父
・
ー
昆
l
弟
の
子
(
訓
)
[
也
]

子
未
(
た
)
山
富
を
出
(
て
)
[
未
]
語
読
)
(
し
)
て
[
市
]
復
る
〈
晋
の
境
(
の
)
[
之
]
山
ソ
[
世
]

ヌ
ト
聞
(
き
)
而
還
(
り
)
け
り
〉
(
春
秋
経
伝
集
解

超
i
穿
・
霊
公
を
[
於
]
桃
l
園
に
攻
ム

乙
丑
は
九
月
廿
七
日
〉
宣

盾
・
出
l
奔
す
る
と
き
に
公
拭
玉
サ
レ

619 

一
O
l
一
O
四
1
一
O
六
)

〈
穿
は
超
l
盾
の
[
之
]
従
l
父
昆
1
弟
の
子
〉
官
一
子
未
(
た
)
山
幸
を
出
書
(
て
)
[
未
]
(
再
読
)
(
し
)
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て
カ
ヘ

t
J
3

而
復
ル
〈
晋
の
境
の
[
之
]
山
ソ
[
也
]

て

盾
出
l
奔
ス
ル
と
き
に
公
試
き
セ
ラ
レ
ヌ
と
聞
(
き
)
而
還
ル
〉

(
群
書
治
要
五
上
一
四
1
二
五
)

O
昔
・
夏
〔
上
)
(
の
)
[
之
]
方
に
徳
有
(
り
)
シ
と
き
に
[
也
]
〈
再
(
の
)
[
之
]
世
ソ
[
也
]
〈
不
き
〉
遠
方
・
物
(
却
を
図
〈
き
す

(
春
秋
経
伝
集
解

一
0
1
一四一

i
一
四
二
)

昔
・
夏
(
上
)
(
の
)
[
之
]
方
に
徳
(
さ
有
ル
ト
キ
ニ
[
世
]
〈
再
(
の
)
[
之
]
世
ソ
[
也
]
〉
遠
l
方
物
〔
吾
を
図
(
き
す(

群
書
治
要
五
l

三
二
i
ココ一一)

す
べ
て
注
文
で
の
用
例
で
あ
り
、
「
ゾ
」
の
専
用
が
頼
業
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
群
書
治
要
建
長
六
年
点

と
比
較
す
る
と
、
前
三
例
は
群
書
治
要
に
な
く
、
後
二
例
は
群
書
治
要
と
共
通
し
て
お
り
、
群
書
治
要
に
の
み
あ
る
例
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
群
書
治
要
に
な
い
三
例
の
箇
所
は
、
書
陵
部
蔵
金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
文
永
五
年
(
一
二
六
八
)
直
隆
移
点
本
に
お

い
て
は
「
ゾ
」
の
加
点
が
認
め
ら
れ
、
教
隆
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
「
ゾ
」
を
読
添
え
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
群
書
治
要
で
は
な
ぜ
よ

ま
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
複
数
訓
の
一
訓
化
や
読
添
語
の
省
略
な
ど
他
の
取
捨
と
あ
わ
せ
て
今
後
検
討
し
た
い
。

四

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
経
部
に
お
い
て
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
の
読
添
え
に
つ
い
て
正
文
と
注
文
と
に
差
異

の
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
そ
の
傾
向
が
先
行
す
る
清
原
家
漢
籍
訓
点
資
料
二
点
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

漢
文
訓
読
研
究
に
お
い
て
注
釈
と
訓
読
と
の
関
係
は
近
年
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
正
文
と
注
文
と
で
訓
法
に
差
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
ソ
(
ゾ
)
」
が
注
釈
的
箇
所
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
吉
沢
義
則
[
一
九
二
七
]
、
岡
田
希
雄
[
一
九
四
二
な
ど
訓
点
語
研
究
の
初
期



か
ら
注
意
さ
れ
て
き
た
事
象
で
あ
り
、
仏
書
の
古
訓
点
に
注
釈
用
語
と
し
て
「
ゾ
」
が
あ
る
こ
と
、
「
ゾ
」
と
「
ナ
リ
」
と
の
関
係
は
夙

に
春
日
和
男
[
一
九
五
五
]
に
も
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
の
漢
籍
訓
点
資
料
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
論
じ

た
も
の
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
本
稿
は
漢
文
訓
読
語
の
言
語
的
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
う
え
で
若
干
の
意
味
は
あ
っ
た
か
と
思

ぅ
。
お
お
く
の
課
題
を
の
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
が
今
後
検
討
を
つ
守
つ
け
て
ゆ
き
た
い
。

金沢文庫本群書治要鎌倉中期点経部の文末表現をめぐって

主
(
1
)
所
在
は
(
巻
数
l
行
番
号
)
の
形
式
で
示
し
、
行
番
号
は
『
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
九
巻

名
は
片
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
表
示
し
、
私
に
補
読
し
た
も
の
は
(

群
書
治
要
付
』
に
よ
る
。
加
点
の
片
仮

不
読
を
[

]
、
再
読
を
[

)
に
括
っ
て
平
仮
名
で
示
す
。
句
点
を
「
・
」
、
読
点
を
「
。
」
、

]
(
再
話
、
返
点
を
(
返
)
(
一
)
つ
己
等
、
声
点
を
(
去
)
(
平
濁
)
等
、
音
訓
読
符
を
(
音
)
(
訓
)
、
合
符
を

〉
で
表
示
す
る
。
ま
た
、
異
読
の
あ
る
箇
所
は
、
[
ィ
、

「l
」「
l

」
等
、
割
注
を
〈

]
と
注
記
し
た
括
弧
に
包
ん
で
表
示
す
る
。
漢
字
字

体
は
現
在
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。

(
2
)
勿
論
、
家
伝
象
伝
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
文
末
に
「
ゾ
」
が
読
添
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
ナ
リ
」
終
止
文
も
お
お
く
存
す
る
(
一

O
四
例
)
。
こ
の
両
形
式
は
と
も
に
命
題
に
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
選
択
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
表
現
価
値
を
あ
き
ら
か
に
す

る
の
は
今
後
の
作
業
と
し
た
い
。

(3)
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一

(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
)
』
に
よ
る
。

(
4
)
古
典
保
存
会
覆
製
に
よ
る
。

621 

(
5
)
中
国
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
や
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
ヲ
コ
ト
点
図
・
仮
名
字
体
表
』
所
載
の
点
図
表
(
経
伝
点
)

で
は
、
漢
字
右
傍
の
「
寸
」
型
の
ヲ
コ
ト
点
を
「
そ
」
と
帰
納
し
て
い
る
。
実
際
、
九
一
行
目
「
樹
」
字
、
一
四
六
行
目
「
形
」
字
に
加
点
さ

れ
た
も
の
は
文
末
指
定
辞
「
ゾ
」
、
二
三
六
行
目
「
誰
」
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
は
疑
問
の
「
ゾ
」
と
し
て
解
読
し
て
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
以
外
に
も
同
形
の
点
が
、
「
日
」
字
に
よ
る
会
話
の
引
用
部
の
お
わ
り
の
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
あ
る
。
米
野
正
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史
[
一
九
七
九
]
は
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
も
「
ゾ
」
と
訓
読
し
、
本
点
が
「
日
」
字
の
引
用
を

「
と
ぞ
」
で
受
け
る
形
式
を
持
つ
も
の
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
筆
者
は
、
こ
の
類
に
つ
い
て
は
「
い
ふ
(
い
ひ
と
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
た
め
、
検
討
か
ら
は
の
ぞ
い
た
。
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